
宝塚市山本地区で行ったワークショップを
用いたまちづくり
The workshop which was held at Yamamoto District in Takarazuka City.

宝塚市山本地区で行ってきた地域環境改善及び地域活性化に関する研究から，ワークショップの検証を

行った。課題の抽出や提案，行動計画の策定と実施に至る合意形成と参画の重要性が考察された。また，

それぞれの立場からの役割分担も重要であることが理解された。
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　まちづくりの分野では合意形成や活動にワーク

ショップ(以下ＷＳ）という手法が使われること

が多い。本報告では，兵庫県宝塚市山本地区で行

った花と緑のまちづくりにおける参加型の計画と

活動は，どの様にすればより効果的であるかを考

察した。山本地区は，日本三大植木産地として有

名で，同時に大阪への通勤圏として利便性が高い

農住混在地。植木圃場の多くは生産緑地に指定さ

れ，保全が目指されている。阪神・淡路大震災で

大被害を受けた後，宅地開発が進行し，地域環境

の改善が求められてきている。

　環境悪化の要因としては，植木産業の停滞など

緑地としての植木圃場の維持が難しくなってきて

いることも挙げられる。当地は，1.2haの公園と

それに隣接する宝塚園芸振興センターを併設した

「あいあいパーク」が平成12年4月にオープンし，

ＴＧＣ㈱によって管理運営されている。

　本課題は，継続して5年間の活動を行ってきた。

行政，専門家，広域ＮＰＯ，地元住民の連携と協

働したものである。フリーハンド（内容設定が自

由）という特徴を持っている。課題の抽出から，

アクションプログラムの策定と実施，その検証ま

でを含めて参加型の活動として設定した。その結

果以下の事柄が考察された。

② 守りたい都市の中の緑の圃場

① 植木生産業者の庭園

景観園芸研究報告

http://www15.plala.or.jp/h-mayumi/
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　ＷＳでは，まち歩きをして良い点や課題を抽

出した。また長・中・短期の課題と展望を整理し，

アクションプログラムを作成した。このアクシ

ョンプログラムを遂行する中で，期待度と参加度，

評価のずれが縮小した。また各自の役割分担も

重要であった。

ユリノキ並木の緑化 オープンガーデン

③ 地域住民でまち歩きを行い，良い点，課題を出す 

⑤ 参加度，期待度，評価のずれ

④ まち歩きによる長・中・短期の課題と展望


	林先生03.pdf
	林先生03-2.pdf

